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近
年
、
環
境
へ
の
取
り
組

み
強
化
や
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

化
の
流
れ
を
受
け
て
、
自
動

車
部
品
や
電
機
部
品
の
小
型

化
、
軽
量
化
、
高
精
度
化
が

進
み
、
複
雑
な
部
品
を
効
率

よ
く
加
工
で
き
る
５
軸
マ
シ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

Ｍ
Ｃ

へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

る
。
特
に
自
動
車
産
業
の
加

工
で
は
、
高
品
質
は
当
然
な

が
ら
、
高
効
率
、
高
生
産
性

も
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
森
精
機
製
作
所

の
業
務
提
携
先
で
あ
る
独
ギ

ル
デ
マ
イ
ス
タ
ー

Ｄ
Ｍ

Ｇ

は
、
自
動
車
の
エ
ン
ジ

ン
や
パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ン
部
品

の
加
工
に
最
適
で
、
顧
客
に

と
っ
て
投
資
効
果
の
あ
る
機

械
を
提
供
す
る
こ
と
を
意
図

し
て
、
「
高
精
度
横
形
マ
シ

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
　
Ｄ
Ｍ
Ｃ
　

　
Ｈ
　
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
ａ
ｒ
」

を
開
発
し
た
。

　
具
体
的
に
は
ワ
イ
ド
な
加

工
エ
リ
ア
や
高
速
性
、
機
械

剛
性
、
高
精
度
、
信
頼
性
、

作
業
性
、
生
産
性
、
環
境
性

能
の
８
点
を
目
標
と
し
た
。

　
Ｄ
Ｍ
Ｃ
　

　
Ｈ
　
ｌ
ｉ

ｎ
ｅ
ａ
ｒ
は
、
最
高
の
動
的

性
能
と
加
工
精
度
を
備
え
、

モ
ジ
ュ
ー
ル
コ
ン
セ
プ
ト
を

採
用
す
る
こ
と
で
、
自
動
パ

レ
ッ
ト
交
換
装
置

Ａ
Ｐ

Ｃ

付
き
や
５
軸
加
工
仕
様

に
も
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応

す
る
。
顧
客
の
要
望
に
合
わ

せ
て
柔
軟
に
自
動
化
シ
ス
テ

ム
を
構
築
で
き
る
。
自
動
車

の
パ
ワ
ー
ト
レ
ー
ン
部
品
な

ど
、
サ
イ
ズ
、
形
状
、
生
産

量
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多

く
、
ま
た
耐
熱
、
耐
摩
耗
、

耐
食
な
ど
の
品
質
維
持
の
た

め
に
使
用
さ
れ
る
難
燃
材
の

加
工
に
適
し
て
い
る
。

　
革
新
的
か
つ
最
適
化
さ
れ

た
機
械
設
計
に
よ
っ
て
、
Ｘ

軸
６
３
０

、
Ｙ
軸
８
０
０

、
Ｚ
軸
８
５
０

の
ワ

イ
ド
な
加
工
エ
リ
ア
と
、
広

い
作
業
空
間
を
実
現
し
た
。

Ａ
Ｐ
Ｃ
仕
様
で
も
所
要
床
面

積
が
わ
ず
か

・
２
平
方

の
省
ス
ペ
ー
ス
と
し
、
単
位

面
積
当
た
り
の
生
産
性
を
飛

躍
的
に
向
上
し
た
。

　
各
軸
の
送
り
駆
動
方
式

は
、
リ
ニ
ア
ド
ラ
イ
ブ
を
採

用
。
こ
れ
に
よ
っ
て
早
送
り

速
度
は
最
大
で
毎
分
１
０
０

、
加
速
度
は
最
大
で
１
Ｇ

と
な
り
、
加
工
時
間
を
大
幅

に
短
縮
で
き
る
。
ま
た
真
円

度
４

以
下
と
最
高
の
連

続
加
工
精
度
を
確
保
し
、
ボ

ー
ル
ネ
ジ
駆
動
と
比
べ
て

％
向
上
し
た
。

　
主
構
造
体
は
有
限
要
素
法

Ｆ
Ｅ
Ｍ

解
析
で
最
適
化

し
、
剛
性
を
保
ち
つ
つ
移
動

物
質
量
の
削
減
を
行
い
、
加

減
速
性
能
を
高
め
た
。
一
体

構
造
の
ベ
ッ
ド
と
ト
ラ
ベ
リ

ン
グ
コ
ラ
ム
を
採
用
し
た
高

剛
性
構
造
に
よ
っ
て
、
大
き

な
安
定
性
を
実
現
し
た
。
ま

た
後
方
の
幅
を
抑
え
て
質
量

を
最
適
化
し
、
高
い
動
的
性

能
を
得
た
。

　
人
間
工
学
に
配
慮
し
た
設

計
に
よ
っ
て
機
内
へ
の
接
近

性
が
向
上
し
、
作
業
性
が
高

い
。
ド
ア
の
開
閉
幅
は
９
６

０

と
広
く
、
高
さ
１
０

３
０

の
パ
レ
ッ
ト
上
端

と
操
作
パ
ネ
ル
に
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
省
ス
ペ
ー
ス
設
計

の
作
業
エ
リ
ア
に
よ
っ
て
、

工
具
や
部
品
の
交
換
も
ア
プ

ロ
ー
チ
し
や
す
く
、
確
実
か

つ
安
全
に
段
取
り
作
業
が
で

き
る
。
加
工
対
象
物

ワ
ー

ク

を
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ
す
る

と
き
に
軸
を
傾
け
る
こ
と
が

で
き
る
た
め
、
効
率
よ
く
段

取
り
が
で
き
る
。

【
開
発
者
の
声
】

　
Ｄ
Ｍ
Ｃ
　

　
Ｈ
　
ｌ
ｉ

ｎ
ｅ
ａ
ｒ
は
、
全
軸
に
リ
ニ

ア
ド
ラ
イ
ブ
を
搭
載
し
て
い

る
点
や
、
高
速
な
工
具
交
換

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
リ
ン
グ
マ

ガ
ジ
ン
を
搭
載
す
る
こ
と
で

生
産
性
を
高
め
て
い
る
点
が

特
徴
と
な
っ
て
い
る
が
、
加

え
て
操
作
性
の
向
上
を
意
識

し
て
設
計
を
し
て
い
る
。

　
従
来
の
曲
線
デ
ザ
イ
ン
で

は
な
く
ス
テ
ル
ス
デ
ザ
イ
ン

を
採
用
す
る
こ
と
で
、
大
き

な
作
業
窓
に
よ
る
優
れ
た
視

認
性
や
、
扉
を
斜
め
に
ス
ラ

イ
ド
さ
せ
る
こ
と
に
よ
る
パ

レ
ッ
ト
へ
の
好
ア
ク
セ
ス
性

を
実
現
し
た
。
作
業
エ
リ
ア

は
Ｌ
字
型
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
作
業
者
が
加
工
エ
リ

ア
と
操
作
パ
ネ
ル
に
最
適
な

位
置
で
作
業
す
る
こ
と
が
可

能
だ
。
さ
ら
に
制
御
装
置
の

操
作
パ
ネ
ル
や
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
機
器
を
ひ
と
目
で
チ
ェ

ッ
ク
で
き
る
よ
う
に
１
カ
所

に
ま
と
め
て
配
置
し
て
い

る
。

　
性
能
を
高
め
つ
つ
操
作
性

を
い
か
に
向
上
さ
せ
る
か
と

い
う
点
が
非
常
に
苦
労
し
た

点
で
あ
る
が
、
人
間
工
学
に

配
慮
し
た
設
計
に
よ
っ
て
作

業
者
が
容
易
に
操
作
で
き
る

機
械
に
な
っ
て
い
る
。
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パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
／
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｘ

　
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
ー
Ｐ
Ｌ
Ｃ
は
、
工

場
な
ど
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
生
産
設
備
の
自
動
化
を
目

的
に
、
入
力
機
器
か
ら
の
信

号
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
ら
れ

た
手
順
で
処
理
、
演
算
、
判

断
し
、
そ
の
結
果
を
外
部
機

器
に
出
力
す
る
機
器
だ
。
パ

ソ
コ
ン
と
似
て
い
る
が
、
自

動
制
御
専
用
の
命
令
語
が
豊

富

過
酷
な
使
用
環
境
下
に

耐
え
る
構
造
」
な
ど
、
自
動

制
御
専
用
に
作
ら
れ
た
小
型

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
Ｐ
Ｌ
Ｃ
は
演
算

処
理
の
速
さ
や
、
処
理
で
き

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
容
量
の
大
き

さ
が
重
視
さ
れ
発
展
し
て
き

た
。
し
か
し
、
近
年
は
製
品

開
発
競
争
が
激
化
し
、
製
品

サ
イ
ク
ル
が
短
く
な
る
中
、

そ
れ
を
作
る
装
置
の
製
作
期

間
も
最
短
化
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
製
造
装
置
は

日
本
で
開
発
し
、
実
稼
働
は

海
外
に
な
る
と
い
う
こ
と
が

主
流
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
製
造
現
場
の
体
制
が

大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
中

で
、
日
本
で
は
装
置
開
発
者

が
、
海
外
で
は
作
業
者
が
そ

れ
ぞ
れ
新
た
な
悩
み
を
抱
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
　

エ
コ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社

と
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
デ
バ
イ
ス

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｘ
は
、
設
計
部
門
と

デ
ザ
イ
ン
部
門
が
開
発
当
初

か
ら
協
議
を
重
ね
、
従
来
重

視
し
て
き
た
ス
ペ
ッ
ク
だ
け

で
な
く
、
ユ
ー
ザ
ー
の
利
便

性
と
い
う
製
造
現
場
に
お
け

る
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
徹
底
的

に
追
求
し
た
。
そ
の
結
果
、

基
本
性
能
に
優
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、
装
置
の
「
設
計
」

「
稼
働
／
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」

「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
」
の
全

ス
テ
ー
ジ
で
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を

実
現
し
た
次
世
代
の
Ｐ
Ｌ
Ｃ

「
プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
　
Ｆ
Ｐ
７
シ
リ
ー

ズ
」
が
誕
生
し
た
。

　
現
場
に
「
現
地
メ
ー
カ
ー

に
装
置
を
コ
ピ
ー
さ
れ
て
し

ま
っ
た
」
「
ト
ラ
ブ
ル
時
の

復
旧
に
手
間
取
り
、
生
産
計

画
に
遅
れ
が
出
る
」
な
ど
の

悩
み
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た

悩
み
か
ら
解
放
す
る
「
７
つ

の
省
」
や
「
圧
倒
的
な
小
型

化
」
「
必
要
な
情
報
を
際
立

た
せ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
デ
ィ
」

を
は
じ
め
、
細
部
の
パ
ー
ツ

に
至
る
ま
で
こ
だ
わ
り
抜

き
、
こ
れ
ま
で
で
き
な
か
っ

た
ユ
ー
ザ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
高

い
デ
ザ
イ
ン
を
実
現
し
た
。

　
Ｆ
Ｐ
７
シ
リ
ー
ズ
は
ク
ラ

ス
最
高
レ
ベ
ル
の
高
性
能
な

が
ら
、
同
社
従
来
品
比

％

と
い
う
圧
倒
的
な
小
型
化
を

達
成
し
た
。
海
外
の
生
産
現

場
で
切
実
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ー
タ
の

流
出
・
模
倣
に
対
し
て
、
業

界
初
の
「
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
暗
号

化
」
に
よ
っ
て

コ
ピ
ー
被
害
を

抑
制
で
き
る
。

　
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
の
海
外
現
地

化
に
有
効
な
多

言
語
対
応
を
可

能
に
し
た
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
ブ

ロ
ッ
ク
化

細

分
化

や
資
産

化

転
用

に

よ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
開
発
工
数
の

軽
減
を
図
っ

た
。
遠
隔
地
か

ら
の
Ｐ
Ｌ
Ｃ
の
稼
働
監
視

や
、
Ｓ
Ｄ
メ
モ
リ
ー
カ
ー
ド

に
た
め
た
デ
ー
タ
の
呼
び
出

し
が
可
能
と
な
っ
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機

能
を
搭
載
し
、
ど
の
現
場
で

も
工
場
出
荷
状
態
に
復
帰
が

で
き
る
。

　
Ｆ
Ａ
機
器
で
は
珍
し
い
ブ

ル
ー
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ

Ｅ
Ｄ

を
採
用
。
緑
や
赤
の

光
が
並
ぶ
盤
内
で
も
瞬
時
に

目
に
入
り
、
確
実
な
通
電
確

認
が
で
き
る
。
同
時
に
浮
か

び
上
が
る
青
い
光
が
、
Ａ
Ｖ

機
器
の
よ
う
な
先
進
性
を
演

出
し
、
頭
脳
部
と
し
て
の
安

心
感
を
与
え
る
と
い
う
。

【
開
発
者
の
声
】

　
複
雑
な
情
報
を
分
か
り
や

す
く
整
理
し
、
「
ユ
ー
ザ
ー

が
直
感
的
に
理
解
で
き
る
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
す
る
こ

と
」
が
最
大
の
課
題
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
デ
ザ
イ
ン
で

は
、
本
体
上
に
配
置
さ
れ
る

情
報
や
要
素
を
一
度
全
て
洗

い
出
し
、
重
要
度
の
観
点
で

分
類
し
直
し
た
。

　
そ
し
て
重
要
な
情
報
が
し

っ
か
り
と
際
立
つ
よ
う
、
余

計
な
ノ
イ
ズ
を
み
せ
な
い
工

夫
を
デ
ィ
テ
ー
ル
に
至
る
ま

で
こ
だ
わ
り
ぬ
い
た
。
例
え

ば
こ
れ
ま
で
流
用
さ
れ
続
け

て
き
た
さ
ま
ざ
ま
な
色
が
使

わ
れ
た
小
さ
な
パ
ー
ツ
類

を
、
新
規
で
起
こ
し
て
黒
や

グ
レ
ー
に
変
更
し
、
デ
ザ
イ

ン
に
合
わ
せ
た
形
状
に
す
る

な
ど
、
非
常
に
細
か
い
部
分

に
つ
い
て
も
メ
ス
を
入
れ
て

い
っ
た
。

　
こ
の
一
連
の
流
れ
が
、
最

も
デ
ザ
イ
ン
が
注
力
し
た
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ７月２５日 木曜日 （第２部） 　　 （ ）


